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令和５年第６回

月形町教育委員会会議録

令和５年１１月１７日

月形町教育委員会
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令和５年第６回月形町教育委員会会議録

１ 招集日時 令和５年１１月１７日（金） 午後４時２０分

２ 招集場所 月形町総合体育館 大会議室

３ 出席委員 教育長 古 谷 秀 樹

委 員 岸 上 希 央

委 員 目 黒 隆 紀

４ 委員以外の出席者 教育次長 五十嵐 克 成

主 幹 上 葛 隆 治

主 幹 野 本 和 宏

学務係長 加 藤 亮

学務係主査 亀 山 千 章

社会教育係長 今 井 学

５ 教育行政報告 別紙のとおり

６ 議 件

議案第１７号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

議案第１８号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

議案第１９号 令和５年度月形町一般会計補正予算（第６号）教育関係予算につい

て

議案第２０号 今後の学校給食の在り方について

報告第１９号 臨時代理の報告について（令和５年度月形町一般会計補正予算（第５

号）教育関係予算について）

報告第２０号 臨時代理の報告について（月形町立学校におけるタブレット端末使用

規程の一部を改正する告示の制定について）

報告第２１号 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年９月分・１０月分・１１月分）

について

７ 会議の顛末 別紙のとおり
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令和５年第６回月形町教育委員会議案会議録

（令和５年１１月１７日）

○ 古谷教育長 ただいまから令和５年第６回月形町教育委員会議を開催します。

先ほど、目黒委員の２期目の辞令交付を終えた。今後ともよろしく願う。

スクールバス置き去り事案があったが、昨日、下校時の札比内便で児童が降車時に降り

きっていないのにドアを閉め、ステップにまだ児童の足がある状況でステップが収納され、

左足のかかとを少しこする事故が発生した。青柳の責任者と亀山主査が謝罪に自宅に赴き、

その後、社長、５時過ぎ私が出向き謝罪した。児童は元気に登校している。

最近、小中学校で救急搬送された者が続いた。１０月３１日は、中２の男子生徒が跳び

箱の着地に失敗して骨折し搬送。月小では、１１月１０日村川教諭が尿管結石で岩見沢市

立に搬送。１１月１５日には中１の女子生徒が意識をなくし搬送された。女子生徒は１６

日は休んだが、１７日は登校している。

月形高校の生徒募集で高校の説明会に来てくれた中学校に２回目の訪問を１４・１５日

実施した。浦臼１人、緑２人、光陵３人、明成１人、精園１人、豊１人の町外９人、月中

が２人の計１１人。揺れている者が月中１人、東光、光陵でもいる。

全国学力テストは別紙のとおり小中ともに優秀な結果となった。来年度以降、平均的点

数をめざし、上位、下位で開きのない状況としたい。

（午後４時２０分開会）

○ 古谷教育長 教育行政報告を説明願います。

○ 五十嵐教育次長 1ページをお開きください。教育行政報告をご説明します。

８月１８日から本日までの教育行政報告になります。

２ページ９月２８日、義務教育学校早来学園を視察しました。

１０月８日、月形樺戸博物館が開館し５０周年を記念し、「樺戸集治監の歴史・約束を

果たした人」と題し、中島 学 名誉館長を招き、講演会を博物館で開催しました。多く

の方々の来場をいただきました。

３ページ、２７日から２９日に町民文化祭が開催され、２８日には芸能発表が行われま

した。今年も新篠津中学校の音楽部が出演をしてくれ花を添えてくれました。

２９日には、博物館の５０周年事業の２本目「アートな世界・体験」を開催しました。

第１部として、本田明二先生のお子さんの近藤泉さん、本郷 新 記念札幌彫刻美術館

吉崎元章館長による対談を、第２部として川上りえさんにる体験型講座を開催しました。

１１月２日には、委員皆さんも出席いただき、町制施行７０周年記念式典が挙行されま

した。
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５日には、４年ぶりの開催となりましたが、子ども会親睦ミニバレーボール大会が開催

され、子どもたちの喜ぶ姿を見ることができました。

４ページ、１０日はふれあい大学卒業書証並びに修了証書授与式が挙行されました。

１４日には、月形町農協から小中高校生にお米が贈られることとなり、贈呈式が行われ

ました。

説明は以上です。

○ 古谷教育長 ただいま、教育行政報告が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。以上で、教育行政報告を終了します。

○ 古谷教育長 議案第１７号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定につ

いてを議題とします。

五十嵐教育次長説明願います。

○ 五十嵐教育次長 議案第１７号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定

についてをご説明します。

議案書５ページをお開きください。

議案第１７号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

月形町教育委員会表彰規則（平成６年月形町教育委員会規則第１号）第３条の規定に基

づき、推薦がありましたので、同規則第４条の規定に基づき、決定するものです。

１ 被表彰者は、 樺戸郡月形町１０１１番地 杉本岳人 平成１０年３月２３日生ま

れです。

２ 推薦書は、６ページ、７ページとなります。推薦者は、月形剣道連盟会長 五十嵐

克成です。７ページ推薦理由・経歴ですが、被推薦者は、本年８月２５日に開催された第

６９回管内矯正職員武道大会剣道選手権試合に出場し、準優勝となり１２月１４・１５日

大阪で行われる全国矯正職員武道大会選手権試合に出場することによる推薦です。なお、

全国大会に月形刑務所からの出場は１７年ぶりとのことです。経歴についてはご覧くださ

い。

本日の提出です。

以上で議案第１７号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いします。

○ 古谷教育長 ただ今説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）
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○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第１７号は本案のとおり可決することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○ 古谷教育長 異議なしと認めます。よって議案第１７号は本案のとおり可決されました。

続きまして、議案第１８号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定につい

てを議題とします。

五十嵐教育次長説明願います。

○ 五十嵐教育次長 議案第１８号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定

についてをご説明します。

議案書９ページをお開きください。

議案第１８号 月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

月形町教育委員会表彰規則（平成６年月形町教育委員会規則第１号）第３条の規定に基

づき、推薦がありましたので、同規則第４条の規定に基づき、決定するものです。

１ 被表彰者は、樺戸郡月形町１０１１番地２９７ 釣 崎 等 昭和２４年５月１

８日生まれです。

２ 推薦書は、１０ページ、１１ページとなります。推薦者は、月形町文化連盟会長釣

崎 等です。１１ページ推薦理由・業績概要・経歴ですが、被推薦者は、平成１５年に文

化連盟個人会員１号として入会し、事務局長に就任、その後、理事、副会長を務め、平成

２５年に会長に就任、現在に至っています。２０年に及び積極的に連盟を牽引してきたこ

とによる推薦です。経歴についてはご覧ください。

本日の提出です。

以上で議案第１８号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いします。

○ 古谷教育長 ただ今説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第１８号は本案のとおり可決することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○ 古谷教育長 異議なしと認めます。よって議案第１８号は本案のとおり可決されました。

続きまして、議案第１９号 令和５年度月形町一般会計補正予算（第６号）教育関係
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予算についてを議題とします。

五十嵐教育次長説明願います。

○ 五十嵐教育次長 議案第１９号 令和５年度月形町一般会計補正予算（第６号）教育関

係予算についてをご説明します。

議案書１３ページをお開きください。

議案第１９号 令和５年度月形町一般会計補正予算（第６号）教育関係予算について

月形町教育委員会の事務を教育長に委任する規則（平成１３年月形町教育委員会規則第

４号）第２条第９号の規定により、令和５年度月形町一般会計補正予算について、教育委

員会の意見を求めるものです。

本日の提出です。

本件につきましては、１２月５日からの第４回町議会定例会に提案します本年度一般会

計補正予算第６号となります。

なお、説明につきましては、総務課に提出しました歳出予算要求書によりご説明させて

いただきます。

１５ページをお開きください。歳出です。２款、１項、８目財産管理費、教職員住宅管

理経費、次のページをお開きください。１０節需用費、修繕料９１千円の増です。教職員

住宅の臨時修繕の増です。補正予算要求時点では、既に流用で支払い済みの教員住宅退去

時の住宅清掃料、科目は手数料ですが２８千円を改めて予算要求しましたが、流用のまま

手数料の補正は行わないこととなり、修繕料９１千円増で補正予算要求をするものです。

１７ページ、１０款、１項、３目教育振興費、小中一貫教育推進事業、次のページをお

開きください。７節報償費、義務教育学校開校準備委員謝礼の６３千円の増です。本年２

月２２日の第２回教育委員会議でもご説明したとおり、この開校準備委員会委員は、非常

勤特別職としての身分ではなく、教育委員会の私的諮問機関委員として謝礼を報償費より

支払いをしております。現在、ワークショップなどで鋭意協議をしており、この開校準備

委員会の開催増によるものです。

本日の提出です。

以上で議案第１９号の説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いします。

○ 古谷教育長 ただ今説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第１９号は本案のとおり可決することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）
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○ 古谷教育長 異議なしと認めます。よって議案第１９号は本案のとおり可決されました。

続きまして、議案第２０号 今後の学校給食の在り方についてを議題とします。

上葛主幹説明願います。

○ 上葛主幹 議案第２０号 今後の学校給食の在り方についてをご説明します。

議案書１９ページをお開きください。

議案第２０号 今後の学校給食の在り方について

月形町教育委員会の事務を教育長に委任する規則（平成１３年月形町教育委員会規則第

４号）第２条第１号の規定により、今後の学校給食の在り方について、教育委員会の意見

を求めるものです。

本日の提出です。

２０ページをお開きください。

１ 検討の必要性についてです。学校給食センター施設につきましては、築３０年以上

を経過し老朽化が進んでおり、今後の施設整備等のあり方について、検討が必要な時期に

来ています。また、１日当たりの給食数は建設時から約７割減少しています。

平成４年度の建設から３１年を経過し耐用年数を迎えており、施設整備に数年必要であ

ることを考慮すると、なるべく早く今後の学校給食の在り方について決定していく必要が

あります。

月形町人口ビジョンでは、今後も児童生徒数の著しい減少が予測されており、この後説

明させていただきます「調理員の不足など」、現状における様々な課題を踏まえたとき、

「新たな施設整備を行うことが本当に妥当であるか」についても、併せて検討が必要な状

況であると考えております。

２ 現状における課題等についてです。アにつきましては、今ほどの施設の老朽化にな

ります。「イ 児童生徒数の将来人口推計」では、年少人口(１５歳未満)につきまして

は、令和２年と比較して令和 22 年には概ね半減が予測されています。

２１ページになります。

「ウ 施設整備」では、義務教育学校の計画を踏まえ、月形中学校敷地に建て替えする

場合は６億円程度の事業規模を想定し、現在の給食センター施設を大規模改修する場合は、

１億円程度の事業規模を想定しています。なお、機能強化などの様々な条件によって国庫

補助金や起債を活用できる場合もあります。

「エ 調理員の不足」につきましては、慢性的な不足傾向となっています。調理員の不

足により令和２年９月から令和５年３月まで米飯加工業務の外部委託を行っておりま

す。

「オ 学校給食事業に係る年間経費」では、令和５年度より給食費が無償化となりまし

た。事業費の実質負担は、毎年５千万円強程度となります。
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「カ 町民の意見」としましては、令和３年のまちづくり懇談会や令和４年の義務教育

学校設置審議会において、「外部委託の検討」や「児童生徒の減少が見込まれる中で、新

たな施設を造ることが本当に必要か、更に深く掘り下げた審議が必要である」との意見を

いただいています。

「（２）その他」として、先ほどのとおり、令和５年度より給食費が無償化となり、今

後も保護者負担は発生しない状況となっています。

３ 比較検討についてですが、今後の学校給食の在り方として、現在における検討可能

な方向性としては、「①大規模改修（既存施設）」、「②建替（中学校敷地）」、「③民間配食

サービスへの移行」、「④他市町村との共同運営（他市町村へ依頼）」の４つが考えられま

す。ただし、「④他市町村との共同運営」につきましては、近隣市町村も「調理員の不足、

民間委託の検討、賄材料費の高騰、給食費の値上げ、今後の 30 人/学級を見据えた対応」

など、本町と同様に様々な課題に直面している状況にあり、現段階において「受入可能」

と返答いただけるところはなかったため、現実的な比較検討の対象から除外させていただ

いております。

２２頁のとおり、①から③について「比較検討表」として簡単にまとめさせていただき

ました。

表の上から「整備費」につきましては、①及び②については大きな整備費が必要になり

ますが、③スクールランチにつきましては、施設が必要ないため整備費の負担はありませ

ん。「運営費・維持管理費」につきましては、③のスクールランチは、現行の給食センタ

ーの半分程度の負担で実現可能となっています。「継続性（人員確保）」につきましては、

③のスクールランチに係る調理員などの人材確保は特に必要ありません。「効率性・安全

性」につきましては、「②建替」として中学校敷地への新築が有利と判断されます。「アレ

ルギー対応」につきましては、①から③のすべてで対応可能です。「食育」につきまして

は、栄養教諭の配置、地産地消、地域の特色を生かしたおいしい給食等の郷土を愛する心

などを考慮すると、①や②のとおり現在の学校給食センター方式が有利と考えられます。

このように子どもたちの食育を考えたときには、「①大規模改修」や「②建替」のよう

に現状の給食センター方式を維持することが理想と考えられます。しかし、先ほどのとお

り今後の人口減少、町全体の財政規模・財政状況、整備費に係る住民負担、調理員不足に

よる事業の継続性など、将来におけるまちづくりへの不安についても、併せて十分に考え

なければなりません。

民間配食サービスであるスクールランチにつきましては、既に道内でも数件の実積があ

ります。報道にもあるとおり同配食サービスへの移行を検討している自治体もあり、本選

択肢を積極的に排除する理由も見当たらないものと考えています。

従いまして現段階におきましては、先の３つの選択肢を念頭に置きながら、子どもたち

の食育やまちの将来像とのバランスを総合的に考慮し、今後の学校給食の在り方を検討し

ていくこととします。
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４ 今後の方向性についてについてですが、「（１）昨年のアンケート調査の実施結果に

ついて」につきましては、本年２月 22 日開催の教育委員会でも説明させていただきまし

た。アンケートの総体意見としましては、今後の給食費の値上げや全体経費の圧縮を踏ま

え、「スクールランチの検討も止むを得ない」との意見が７割と、多数を占めたものと考

えています。

令和５年度の給食費無償化により、現在の保護者動向が変わっている可能性はあるもの

の、スクールランチそのものについて否定的な意見は少なく、一定程度「スクールランチ

の検討」は許容されているものと考えられます。

これらを踏まえて、２３頁の「（２）スクールランチ試食会等の実施について」という

ことで、試食会を実施してはどうかと考えています。

冒頭の「１ 検討の必要性」のとおり、なるべく早く学校給食センターのあり方を決定

していく必要があります。しかし、スクールランチにつきましては、喫食経験のある方が

ほとんどいないため、「どのようなものであるか」という理解が現状では不足しているも

のと考えられます。

つきましては、「スクールランチがどのようなものであるか」、または「学校給食の代替

となりうるか」について、子どもたちや保護者へ理解を深めていただくことを目的に、令

和６年度にスクールランチの試食会を実施したいと考えています。

試食会の実施に併せてアンケート調査を行い、保護者等の意向などを把握する計画です。

実施時期や場所などについては、今後、学校等と協議を進めていきたいと考えています。

なお、本試食会につきましては、前述のとおり学校給食の在り方の検討における選択肢

の一つとして理解を深めるものであり、スクールランチへの移行を前提としたものではあ

りません。

「（３）試食会におけるアンケート調査結果を踏まえた検討について」ということで、

月形町学校給食センター運営委員会において、試食会におけるアンケート調査結果を踏ま

え、今後の学校給食の在り方について改めて協議を進めていきたいと考えています。

なお、本スクールランチ試食会の実施つきましては、１０月１８日に開催された学校給

食運営委員会において了承いただいております。

「５ その他」です。「（１）スクールランチ」につきましては、昨年のアンケート調査

でご承知のことと思いますが、参考資料１を改めて配付させていただきましたので、お時

間のある時にご覧ください。

「（２）他市町村の動向について」につきまして、参考資料１になります。３・４頁に

は留萌市、５頁には歌志内市、６頁には長沼町の記事が掲載されています。

このようにスクールランチの検討には、保護者等の理解が必要不可欠であり、検討まで

には相当程度の期間を要するものと考えられます。

議案の２３頁に戻ります。これらを踏まえまして「（３）令和９年度開校予定の義務教

育学校との関連性について」、２３頁・２４頁になります。
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先ほどの他市町村の動向からも学校給食の在り方をすぐに決定することは大変難しい

状況と考えられます。義務教育学校における本検討との関連性につきましては、学校給食

センターの在り方がどのような形になったとしても対応できるよう、義務教育学校の中学

校敷地への建設にあたっては、「給食センターを建設できる敷地を確保しながら、建設計

画を進める」こととしており、本年２月に策定した「義務教育学校基本構想」でも学校給

食センターの設置について考慮しています。

以上、議案第２０号「今後の学校給食の在り方について」の説明を終わります。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。

○ 古谷教育長 ただ今説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。議案第２０号は本案のとおり可決することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（異議なしの声あり）

○ 古谷教育長 異議なしと認めます。よって議案第２０号は本案のとおり可決されました。

続きまして、報告第１９号 臨時代理の報告について（月形町一般会計補正予算（第５号）

教育関係予算について）を議題といたします。

五十嵐教育次長、説明願います。

○ 五十嵐教育次長 報告第１９号 臨時代理の報告について（月形町一般会計補正予算

（第５号）教育関係予算について）をご説明いたします。

議案書２５ページをお開きください。

報告第１９号 臨時代理の報告について（月形町一般会計補正予算（第５号）教育関係

予算について）

月形町教育委員会の事務を教育長に委任する規則（平成１３年月形町教育委員会規則第

４号）第４条の規定により、別紙のとおり臨時代理をしたので、同規則第６条の規定によ

りこれを報告し、承認を求めるものです。

本日の提出です。

報告の内容についてご説明いたします。

本件は、１０月１３日召集の第３回町議会臨時会に提案し、可決をいただきました月形

町一般会計補正予算（第５号）教育関係予算となります。

（歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は２８ページから２９ページの第１表 歳入歳出予算補正によります。）
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４０ページをお開きください。歳出１０款教育費についてご説明します。

１０款、１項、３目教育振興費、１７節備品購入費４９８千円増です。本件については

９月７日に発生しました、スクールバス置き去り事案の発生の対策として、スクールバス

３台に車内置き去り防止装置設置の費用です。

参考資料３の２ページをお開きください。赤く囲みました車内確認用後方ブザー方式の

もので、４ページをお開きください。エンジンを切った際、「車内確認を行ってください」

と車内アナウンスが流れ、車内を確認し、後方の赤いボタンを押すことにより確認を終了

するものです。万が一確認操作がされない場合は、１１０デシベルの大音量アラームが車

外に警報されます。実際子供が置き去りになった場合、子供が乗降口の黄色ボタンを押す

ことによりより、同様にアラームが車外に流れ、周りに知らせることとなります。

１台１５０千円の３台分４５０千円の消費税４９５千円です。設置は、１２月日です。

なお、本件の１０月の臨時会時点では補助事業の情報がなく、過日、「子供の安心・安

全対策緊急支援事業費補助金」の通知があり、１台上限８８千円の申請を済ませたところ

です。来年２月の教育委員会に歳入の補正予算を計上することとなります。

以上、報告第１９号についてご説明いたしました。ご承認いただきますよう、よろし

くお願いいたします。

○ 古谷教育長 ただ今説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。報告第１９号は報告のとおり承認することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 ご異議なしと認めます。よって報告第１９号は報告のとおり承認され

ました。

続きまして、報告第２０号 臨時代理の報告について（月形町立学校におけるタブレッ

ト端末使用規程の一部を改正する告示の制定について）を議題といたします。

五十嵐教育次長、説明願います。

○ 五十嵐教育次長 報告第２０号 臨時代理の報告について（月形町立学校におけるタブ

レット端末使用規程の一部を改正する告示の制定について）をご説明いたします。

議案書４３ページをお開きください。

報告第２０号 臨時代理の報告について（月形町立学校におけるタブレット端末使用規

程の一部を改正する告示の制定について）
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月形町教育委員会の事務を教育長に委任する規則（平成１３年月形町教育委員会規則第

４号）第４条の規定により、別紙のとおり臨時代理をしたので、同規則第６条の規定によ

りこれを報告し、承認を求めるものです。

本日の提出です。

報告の内容についてご説明いたします。

参考資料４ ２ページをご覧ください。児童生徒に貸与していますタブレット端末に

つきましては、コロナ対応で急遽感染が拡大した際の対応として、金曜日に自宅に持ち

帰り不測の事態に備える体制を取っておりましたが、現在は、通常の家庭学習において

もタブレット端末を使用することから、この第６条第６項を削除することにより、持ち

出し原則禁止の規定を廃止し、毎日家庭に持ち帰ることを可能とするものです。

なお、この件については、国でも促進をしており、現状に合わせ改正を行なうもので

す。

以上、報告第２０号についてご説明いたしました。ご承認いただきますよう、よろし

くお願いいたします。

○ 古谷教育長 ただ今説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

お諮りいたします。報告第２０号は報告のとおり承認することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 ご異議なしと認めます。よって報告第２０号は報告のとおり承認され

ました。

続きまして、報告第２１号 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年９月分・１０月分・

１１月分）を議題といします。

五十嵐教育次長、説明願います。

○ 五十嵐教育次長 報告第２１号 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年９月分・１０

月分・１１月分）についてをご説明します。

議案書４５ージをお開きください。

報告第２１号 町内小中学校在籍児童生徒数（令和５年９月分・１０月分・１１月分）

について

令和５年９月分・１０月分・１１月分の在籍児童生徒数になります。

本日の提出です。
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在籍数の内訳についてご説明します。

議案書４６ページをご覧願います。

８月１６日、小学３年生の女子１名と小学５年生の男子１名の兄妹が転入し、小学校が

２名増の７０名、中学校は変更なく５１名、計１２１名となりました。

以上、報告第２１号についてご説明いたしました。ご承認いただきますよう、よろしく

お願いいたします。

○ 古谷教育長 ただいま説明が終わりました。質疑ございませんか。

（質疑なしの声あり）

○ 古谷教育長 質疑なしと認めます。

○ 古谷教育長 お諮りします。報告第２１号は報告のとおり承認することにしたいと思い

ます。これにご意義ございませんか。

（異議なしの声あり）

○ 古谷教育長 異議なしと認めます。よって報告第２１号は報告のとおり承認されました。

○ 古谷教育長 以上で、本委員会に付議されました議案はすべて終了いたしました。よっ

て令和５年第６回月形町教育委員会を閉会します。

（午後５時６分閉会）

この会議録は、事務局教育次長が作成したものであるが、その内容は正確で

あることを証するためここに署名する。

令和５年１１月 日

教 育 長


